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決
議

　

十
一
月
三
日
は
、
明
治
天
皇
の
お
誕
生
日
、

か
つ
て
の
明
治
節
で
あ
る
。

　

明
治
天
皇
崩
御
の
あ
と
、
昭
和
二
年
三
月
三

日
に
国
民
の
請
願
を
受
け
制
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
日
本
国
が
近
代
化
す
る
に
あ
た

り
、
わ
が
民
族
が
示
し
た
力
強
い
歩
み
を
後
世

に
伝
え
、
明
治
天
皇
と
一
体
と
な
り
国
づ
く
り

を
進
め
た
、
明
治
の
御
代
を
追
憶
す
る
た
め
の

祝
日
で
あ
る
。

　

現
行
祝
日
法
は
、
占
領
軍
の
意
向
を
反
映
さ

せ
た
も
の
で
、
わ
が
国
の
伝
統
を
破
壊
す
る
目

的
の
も
と
に
制
定
さ
れ
た
。
ゆ
え
に
文
化
の
日

な
ど
と
い
う
曖
昧
な
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
る
に
、
昭
和
天
皇
崩
御
の
の
ち
決
定
し

た
祝
日
み
ど
り
の
日
が
、
平
成
十
七
年
に
昭
和

の
日
に
改
め
ら
れ
、
平
成
十
九
年
よ
り
施
行
さ

れ
た
。
昭
和
天
皇
の
お
誕
生
日
で
あ
る
四
月

二
十
九
日
を
お
祝
い
す
る
た
め
の
、
適
切
な
名

称
を
望
ん
だ
多
く
の
国
民
の
請
願
を
受
け
、
衆

参
両
院
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
快
挙
に
倣
う
な
ら
、「
明
治
の
時
代
を

追
憶
し
、
わ
が
国
の
近
代
化
に
お
け
る
苦
難
と

栄
光
に
思
い
を
い
た
す
」
と
い
う
よ
う
な
趣
旨

に
も
と
づ
く
明
治
の
日
に
連
動
さ
れ
て
こ
そ
、

そ
の
意
義
も
徹
底
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
昨
年
十
一
月

三
日
「
第
一
回
明
治
の
日
を
実
現
し
よ
う
！
国

民
集
会
」
を
開
催
、
そ
の
席
上
に
お
い
て
「
明

治
の
日
推
進
協
議
会
」
を
新
た
に
結
成
し
、

一
千
万
署
名
を
目
指
し
、
意
見
広
告
の
掲
載
な

ど
、
各
種
活
動
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。

　

本
集
会
に
当
た
り
、
明
治
の
日
推
進
議
員
懇

談
会
の
参
加
を
得
た
こ
と
は
何
よ
り
で
あ
る
。

か
く
な
る
上
は
超
党
派
に
よ
る
議
員
連
盟
の
結

成
を
待
ち
、
一
日
も
早
い
「
明
治
の
日
」
実
現

を
期
す
。

　

右
、
決
議
す
る
。

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
六
日

　
「
明
治
の
日
を
実
現
し
よ
う
！
国
民
集
会
」

参
加
者
一
同

　

明
治
の
日
推
進
協
議
会

明
治
の
日
を
実
現
し
よ
う
！
国
民
集
会
に
三
百
五
十
名
が
集
結
！

■
熱
気
に
満
ち
た
憲
政
記
念
館

　

十
一
月
六
日
午
後
六
時
か
ら
国
会

近
く
の
憲
政
記
念
館
で
「
明
治
の
日

を
実
現
し
よ
う
！
国
民
集
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
高
沢
一
基
前
板
橋
区
議

会
議
員
の
司
会
の
も
と
幕
を
開
け
た

国
民
集
会
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

塚
本
三
郎
（
元
民
社
党
委
員
長
）
会

長
が
、
多
く
の
方
々
が
相
集
っ
た
こ

と
に
謝
辞
を
述
べ
、「
今
こ
そ
明
治
の

魂
を
復
活
さ
せ
よ
う
」
と
の
鼓
舞
か

ら
始
ま
っ
た
。
相
澤
宏
明
事
務
局
長

か
ら
は
、
経
過
報
告
と
し
て
本
年
三

月
・
六
月
・
九
月
に
院
内
集
会
を
開

催
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
日
も
早

い
議
員
連
盟
の
設
立
を
求
め
た
。
続

い
て
、
出
席
の
国
会
議
員
が
一
人
ず

つ
演
壇
へ
。「
昭
和
の
日
と
同
じ
よ
う

盛
り
上
が
る
会
場
の
様
子

に
明
治
の
日
を
」「
祖
父
を
通
し
、
明

治
人
の
気
概
を
感
じ
る
。
い
ま
こ
れ

が
必
要
だ
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、

さ
ら
に
鷲
尾
英
一
郎
衆
議
院
議
員
か

ら
は
有
志
議
員
に
よ
る
『
明
治
の
日

推
進
国
会
議
員
懇
談
会
』
が
発
足
し

た
と
の
発
表
が
あ
り
、そ
の
上
で
「
ま

ず
は
、
総
選
挙
を
経
て
超
党
派
で
議

員
連
盟
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

決
意
表
明
。
続
い
て
、
田
久
保
忠
衛

杏
林
大
学
名
誉
教
授
、
渡
部
昇
一
上

智
大
学
名
誉
教
授
よ
り
「
栄
光
の
明

治
を
思
う
」
と
題
し
て
、
現
代
日
本

が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
は
明
治
の

精
神
を
取
り
戻
す
べ
き
必
要
が
あ
る

と
の
提
言
が
あ
っ
た
。
特
別
ゲ
ス
ト

の
『
職
ニ
斃
レ
シ
ト
雖
モ
』
の
著
者

片
山
利
子
先
生
か
ら
は
「
明
治
軍
人

の
高
貴
な
精
神
」
と
題
す
る
有
意
義

な
話
が
あ
っ
た
。
閉
会
に
先
立
ち
、

石
本
大
己
実
行
委
員
が
決
議
案
を
朗

読
、
万
雷
の
拍
手
を
以
て
採
択
。
塚

本
会
長
が
鷲
尾
議
員
に
決
議
文
を
手

交
、
議
員
連
盟
結
成
、
そ
し
て
「
明

治
の
日
」
実
現
の
想
い
を
託
し
た
。

高
池
勝
彦
事
務
総
長
が
閉
会
の
辞
で

「
明
治
の
日
の
運
動
は
、
日
本
の
精
神

を
奮
い
立
た
せ
、日
本
の
独
立
を
守
っ

て
い
こ
う
と
い
う
運
動
で
あ
る
」
と

挨
拶
、
盛
大
裡
に
終
了
し
た
。

◆
出
席
国
会
議
員
一
覧
（
順
不
同
・

敬
称
略
・
代
理
含
む
）

衆
議
院
議
員

　

鷲
尾
英
一
郎
（
民
主
）

　

稲
田
朋
美
（
自
民
）

　

渡
辺
義
彦
（
生
活
）

　

柿
沢
未
途
（
み
ん
な
）

　

松
本
純
（
自
民
）

　

城
内
実
（
自
民
）

参
議
院
議
員

　

山
谷
え
り
子
（
自
民
）

　

川
合
孝
典
（
民
主
）

　

玉
置
一
弥
（
民
主
）

　

佐
藤
ゆ
か
り
（
自
民
）

　

有
村
治
子
（
自
民
）

前
衆
議
院
議
員

　

西
村
眞
悟
（
た
ち
日
）

田
久
保
忠
衛
先
生

渡
部
昇
一
先
生

片
山
利
子
先
生


